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熊本の災害

寛政4年 島原大変肥後迷惑
雲仙普賢岳噴火と眉山山体崩壊（永青文庫蔵）

明治22年 明治熊本地震

阿蘇山の火山活動

昭和28年 6.26水害
（熊本日日新聞社・熊本県）

平成11年 不知火高潮災害（熊本県）

平成24年 九州北部豪雨災害（下南部1丁目付近より龍田陣内方向）
写真提供：北園芳人

昭和2年 熊本県潮害誌（熊本県）

昭和47年 天草大水害（龍ヶ岳東浦）　写真提供：北園芳人

平成15年 県南集中豪雨～水俣市土石流災害
（宝川内斜面崩壊）　写真提供：北園芳人

平成28年熊本地震
（ひのくに災史録蔵）

1792寛政四年
5月21日

島原大変肥後迷惑
雲仙普賢岳の火山活動に伴い眉山
が山体崩壊を起こし土砂が高速で有
明海に流れ込んだことで海水が押し
出され津波となって熊本を襲った。
死者約1万5,000人といわれる。

1889 明治22年
7月28日

明治熊本地震
金峰山南東麓付近を震源とする
M6.3の地震で熊本城も大きな
被害を受けた。20名が死亡。1927昭和2年

9月13日

昭和2年高潮災害
台風の来襲により高潮が発生。高いところは
6mの潮位に。死者・行方不明者423名。

1953 昭和28年
6月26日

6.26水害（白川大水害・西日本大水害）
九州北部で発生した水害。筑後川・白川など多くの河川が氾濫。死者・
行方不明者1,001名。熊本では6.26水害、白川大水害といわれる。

1972昭和47年
7月6日

天草大水害
7月3日から続いた豪雨で土石流が
多数発生した。死者・行方不明者
115名。 1999 平成11年

9月24日

不知火高潮災害
台風18号の来襲により高潮が発生。
死者12名。

2003平成15年
7月20日

平成15年水俣土石流災害
7月18日から続いた豪雨で土石流が
発生。宝川内集地区と深川新屋敷地
区で19名が亡くなった。 2012 平成24年

7月12日

九州北部豪雨災害
7月11日から続いた豪雨で土砂災害と洪水災害が発生。
九州各県で被害が発生し30名が亡くなった。

2016平成28年
4月14日・16日

平成28年熊本地震
布田川断層帯が動き震度7が2回観測された地震災害。
直接死50名、関連死224名。

2020 令和2年
7月4日

令和2年7月豪雨
線状降水帯が発生し球磨川が氾濫した。65名が死亡。
高齢者福祉施設千寿園では14名が亡くなった。

令和2年7月豪雨
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平成28年熊本地震
令和2年7月豪雨

平成28年4月14日及び16日の二度にわたり、震度7の地震が発生し、熊本市、上益城
地方及び阿蘇地方を中心に多数の家屋倒壊や土砂災害など、県内に甚大な被害をもたらし
ました。一連の地震活動の中で、震度７を２回観測したのは観測史上、初めてでした。

令和2年7月3日夜から4日朝にかけて熊本県南部一帯が豪雨に見舞
われ、一級河川球磨川の氾濫をはじめ大規模な災害が発生しました。

令和２年７月豪雨

平成28年熊本地震

被災地の様子（人吉市 2020年7月20日） 60戸建設し、9月16日に50戸引き渡しされた円滑な運営と感染症対策双方の対応に追われた

地震災害と
比べて

災害ゴミの対応に
より迅速さが
求められた

死者65名　行方不明者2名

課題

線状降水帯が3日23時-4日10時までの11時間停滞。48時間降雨が400-500mm。
［主な被災地］人吉市、八代市、芦北町、球磨村

震源の深さ 約11km　最大震度7（益城町）

（熊本県内　2024年10月現在）

震源の深さ 約12km　最大震度7（益城町、西原村） 熊本
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豪雨の概要

直接死50名　関連死224名

地震の概要

■コロナ禍での避難所では支援が不足した
　間隔を空け、密を避けた避難所。間仕切り
　は感染症予防になる一方、顔が見えづらく、
　健康観察等に課題がある
■在宅避難の把握が困難だった
■車両被害で移動できない人が多かった

2020

2016

前震
M6.5

4月14日（木） 21時26分 本震
M7.3

4月16日（土） 1時25分

修復には
35年かかると
いわれている

コロナ禍の避難所

熊本地震における応急仮設住宅

災害公営住宅  2020年4月～

前震と本震

仮設住宅（芦北町） 2020年8月28日撮影

本震後の益城町の様子

熊本大学工学部1号館　壁に亀裂が入った

熊本大学のグランドには
多くの学生が避難した

研究室では転倒防止をしていたが斜めになり扉が開かなくなった

地震により橋が崩れ落ちた阿蘇大橋の様子 地震により熊本城の天守閣の瓦や石垣が崩れ落ちた

16市町村
110団地
4,303戸

みなし仮設住宅／民間住宅 12,535戸　公営住宅 1,046戸



平成28年熊本地震

令和2年7月豪雨災害
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基図：国土地理院

＜死者274名の内訳＞

①警察が検視により確認している死者数 50人
②震災後における災害による負傷の悪化又は身体的負担による疾病により死亡したと

思われる死者数 219人 ※（以後、「災害関連死」と標記）

③6月19-6月25日に発生した豪雨による被害のうち熊本地震との関連が認められた

死者数5人

※ 災害関連死は正式には市町村等に設置される審査会を経て決定

＜重軽傷者(分類未確定者含む)＞

①熊本地震による被害者 2,736 人

② 6月19-25日に発生した被害のうち熊本地震との関連が認められた被害者 3 人

人的被害の状況
(2024年8月現在)

h"ps://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/a"achment/182677.pdf
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熊本地震における避難
• 避難者数 183,882人(ピーク時)

• 避難所数 855箇所(ピーク時)

• 平成28年11月18日に西原村で最後の避難所が
閉鎖 (約7ヶ月間)

提供：南阿蘇村立
南阿蘇中学校

最大時
約1300名が避難 

(うち熊本市：110,750人)

25



熊本地震における応急仮設住宅
16市町村
110団地
4,303戸

みなし仮設住宅
民間住宅 12,535戸
公営住宅 1,046戸

災害公営住宅

2020年4月〜



熊本地震の経験・教訓 あなたの暮らしを守るために
-「平成28年熊本地震」の検証から-(熊本県，2019)日頃の備え

災害時

生活再建



想定されていた熊本地震

九州中部の活断層 地震調査研究推進本部

31

布田川断層帯



明治22(1889)年7月28日
明治熊本地震

h"ps://sites.google.com/site/harano2011/mu-ci/m22jishinshinyashiki



熊本大学の被害

熊本大学工学部1号館





竹内研学生研究室の書棚
転倒防止をしていたが斜めに
なっているのがわかる。ねじれ
て扉は開かなくなり，バールで
解体して中の書籍を出した。



基本立入禁止に
入館する時には
・2人以上で入館
・ヘルメット着用
・入口のホワイトボードに入館時間と名前を書く



1年生は入学して約10日目
体育館は地域の人と怪我をした人優先
で学生は武夫原グランドで過ごす
サークル棟から上級生がブルーシート
を運び出す

写真：林奈緒

学生の一部は避難所運営に
2021年12月～2022年1月(震災から約5年後)
当時の代表者にヒアリング調査を実施
・自分がいないと支障をきたすのではないかという気持ち

から義務的に参加していた学生がいた
・途中で実家に帰ったことを後ろめたく感じた
・当時を思い出したくないとの理由で該当者にヒアリング

ができなかった



2017年2月-2019年3月 仮設校舎

仮設校舎ができるまでは，空き部屋や会議室
に研究室が分散した。廊下に机とパーテー
ションを置いて卒論を書いた研究室もあっ
た。
仮設校舎は夏は暑く，冬は寒く，雨音や足音
などが響いた。

2017年10月



2019年3月 新校舎完成

震災から約3年後に新校舎が完成。
工事が終わることで震災の爪痕が消え，地震
について知る機会が減少。
記録を残し記憶を継承することを目的に継承
看板を設置。

調査からみる

災害時の学校の状況



平成28年熊本地震

平成28年熊本地震における学校被害

熊本県内597公立学校のうち

-被災した学校数 394校

-避難所となった学校数 366校

-体育館が使用できなかった学校数 73校

「熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備について」平成28 年７月
熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備に関する検討会



「熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備について」平成28 年７月
熊本地震の被害を踏まえた学校施設の整備に関する検討会

学校安全とは

学校において、児童生徒等が生き生きと活動し、学べるようにするため

には、その安全確保が不可欠の前提となります。児童生徒等は守られる対

象であることにとどまらず、自らの安全を確保することのできる基礎的な

資質・能力を学校教育全体を通じて育成していくことが求められます。

また、学校においては、児童生徒等の安全を脅かす事故等の発生に備え

て、適切な危機管理体制を確立しておくことが重要です。

文部科学省では、学校や地域において学校安全に向けた組織的な取組が

行われるよう、関係省庁と連携しながら、様々な施策を推進しています。

文部科学省(MEXT)

通学中の事故
交通事故・不審者・地震・

熱中症など

授業中の事故
実験実習中・運動・設備不

備・熱中症など

いじめ

体罰不審者

災害



• 教員体制整備
• 備蓄
• 点検
• 防災教育
• 避難訓練
• 地域連携
• 計画作成
• 教員研修

• 初期対応
• 安否確認
• 二次災害防止

• 状況把握
• 引き渡し
• 避難所
• 心のケア
• 学校再開

事前の準備 災害時の対応 災害後の対応

学校の災害対応

避難所の運営

「初動期」

「展開期」

「安定期」

「撤収期」
と段階がある

災害発生直後からおおむね72時間(3日後)ま

で。最も避難者が多く混乱する。物資は不足す

る。

3日後から約３週間程度まで。外からの支援が

入り始める。避難所での仕組みや規則が浸透し

日常性を確立する時期。片付けや生活インフラ

の復旧に伴い避難者が減少する。みなし仮設へ
の移動も始まる。

必要な物資が届くようになる。避難者は家屋被

害が大きい人を中心に固定化されてくる。応急

仮設住宅の建設に伴い移動し始める。

仮設住宅や自宅の修理完了に伴い避難者が減少
し，避難所の集約が始まる。



平成29年版 防災白書
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h29/zuhyo/zuhyo_t01_01_05.html

熊本地震による
熊本県の避難者数と避難所数の推移

「初動期」 「展開期」 「安定期」 「撤収期」

避難所の開設
教職員の

運営参加
閉鎖時期

小学校

広安西小学校 有 有 8月18日

広安小学校 有 有 8月18日

津森小学校
有(近隣の橋が崩落

の危険があり本震
後閉鎖) 無 4月17日

益城中央小学校 有 有 8月18日

飯野小学校 有 有 5月19日

中学校
益城中学校 無(建物損壊のため) ー ー

木山中学校 無(建物損壊のため) ー ー

• 建物破損等の理由で7校中3校では避難所は開設されていないまたは短期の開設
(益城中学校は建物取り壊し。仮設校舎を経て新しく建設)

• 避難所が開設された4校のうち3校は学校再開後も3ヶ月に渡り避難所が併設
• 学校校庭に応急仮設住宅が設置された学校が1校

益城町 学校避難所状況



4月14日 学校職員による運営

4月15日 役場職員による運営
NPO法人AMDAによる医療支援，衛生支援

4月16日 停電していたが電話は通じた
しかし，問い合わせが多くとても大変
最大時800名が避難

4月17日 兵庫県からEARTH(震災・学校支援チーム)
4月18日 避難所リーダ会の設置

毎日8時と15時に打ち合わせ

NPOピースボートの運営
4月23日頃(1週間程度)  電気が復旧した
4月30日頃(2週間程度)  ソーラーパネル，仮設トイレが設置。
5月8日 教室から体育館へ移動。水道が復旧 
5月9日 授業再開。地域主体の運営となる。
8月18日 避難所閉鎖

広安小学校の避難所運営

児童の安否確認
学校再開の準備

「初動期」

「展開期」

「安定期」 「撤収期」

震災直後から再開までの流れ

災害 緊急時対応 避難所対応 学校再開準備

平成28年5月9日 学校再開

継続する「心のケア」

• 校内点検

• 安否確認

(一斉メール・電
話・家庭訪問・
避難所訪問)

• 児童生徒の状
況把握

• 通学路確認

• 学用品準備

• 教室準備

• ライフライン
の復旧

• 給食の用意

• 心のケア

• 避難者の受入

• 支援者の受入

• 支援物資の受入

• 運営者の移行



学校が直面した課題
• 新年度開始直後の災害

→一斉メールへの登録が不十分(特に1年生)

→新任教員は地域状況が不明

• 避難先が不明

→避難先を学校に報告することが認識されていない

→避難先での通学「体験入学」の扱い

• 校長室の電話が鳴りっぱなし

• 様々な支援者の対応

→数が多く支援者の素性が不明

→団体間調整，スケジュール調整の大変さ

• 避難所運営

→行政・地域団体(自治会や自主防災組織)，ボランティア

→朝晩の打ち合わせの重要性

• インフラの復旧

→水道が復旧しないとトイレの使用が困難

• 給食

→簡易給食からお弁当給食へ

支援者の中に卒業生な
どがいることで信頼で
き受入れができた

兵庫県教育委員会
震災・学校支援チーム
EARTHのアドバイス

新旧の教員が2人1組
で地域訪問

学校のビプスを着て避
難所訪問

地区

役所学校

施設管理者

避難者
自治会などのさまざな組織

地域防災計画では運営者

避難所を構成する関係者

役所から人が来ない
誰が運営するの？
何するの？

学校施設何がどこま
で使用可能？

教職員は運営者？
学校施設何がどこま
で使用可能？

避難所に行かれない

どこにどれだけ避難
しているのか不明

手探りでの運営
なんとか対応
しかし多くの課題発生



• 地震が起こると思っていなかった
• 行政自体が被災していた
• 「避難所」は決まっているが「誰がど
う運営するか」が決まっていなかった

• 避難所運営についての準備(ルール・役
割分担・資機材)が不十分だった

• 行政と地域，学校の間での事前コミュ
ニケーションが不十分だった

• どんな支援(人・物)が来るかわからな
かった

課題の背景

益城町 STORIES 平成28年熊本地
震学校・幼稚園・保育園からの教訓
https://www.kumamoto-
archive.jp/post/58-99991jl00075cy

平成28年熊本地震で大きな被害を受
けた益城町の小学校5校，中学校2
校，幼稚園2園，保育園町立5園，私
立7園の計21施設を対象としたヒアリ
ング調査

学校が災害時にどのような状況に陥っ
たのか
施設再開までにどのようなことに取り
組んだのか。課題はなにか
現在どのような課題を抱えているのか



発災から再開までの状況



支援してくれるから信頼できるとは限
りません。
支援をしてくれることと個人情報を聞
いたり体を触ったりすることは別です。

ボランティアは自主的な見返りを求めない活動です。
できないこと，嫌なことは断るようにしましょう。
人に強要したり，参加しない人を批判してはいけませ
ん。

人によって大変さはそれぞれです。
時間が経過してから大変さに気が
付くこともあります。



令和2年7月豪雨

熊本市

＜災害概要＞
令和2年7月3日夜から4日朝にか
けて熊本県南部一帯が豪雨に見舞
われた。一級河川球磨川の氾濫を
はじめ大規模な災害が発生。死者
65名・行方不明者2名。

＜豪雨の概要＞
線状降水帯が3日23時-4日10時
までの11時間停滞。48時間降雨
が400-500mm。

＜主な被災地＞
人吉市、八代市、芦北町、球磨村

＜課題＞
在宅避難
→把握が困難

車両被害
→移動できない

コロナ禍
→避難所
→支援不足

高齢者福祉施設千寿園の被害



h"ps://kumariver-r0207archive.jp/overview/detail/chapter1-1.html

h"ps://www1.gsi.go.jp/geowww/saigai/202007/shinsui/02_shinsui_kuma_tougou.pdf

球磨川流域の浸水状況



被災地の様子(2020年7月20日 人吉市)

①球磨村立

渡小学校

②芦北町立

佐敷小学校
③芦北高校 ④芦北支援学校

児童数
※（ ）は災害後

78名（75名） 266名（264名） 213名（211名）
本校：49名（50
名）
分校：27名

職員数
※（ ）は災害後

20名 31名（30名） 45名（46名）
本校：26名
分校：10名

児童・職員
建物浸水被害

児:56名
教:2名

児:４割弱
教:2名

児:29名
教:3名

児:8名
教:3名

学校建物被害 校舎1階が水没 校舎１階が浸水 校舎１階が浸水
本校：1階一部が

浸水
分校：１階が浸水

安否確認方法
・安心メール
・家庭訪問

・安心メール
・家庭訪問

・安心メール
・担任が連絡

・安心メール
・直接連絡

学校再開日
8月3日
※一勝地小学校の空き
教室と仮設校舎で再開

・７月22日
※田浦小・中学校で再
開

・１０月12日
※本校舎２階・仮設校
舎で再開

７月20日 ７月20日

カウンセラー 毎週 毎週 毎週 －

学校運営協議会 例年５回程度開催 ２年前に設立 適宜開催 －

防災訓練 水防訓練、防災教育
地震・津波、火災、
水害、不審者訓練

地震・津波、火災
訓練

地震・津波訓練

令和2年7月豪雨 学校施設の被害と課題



令和２年７月豪雨学校ヒアリングから得た知見と課題

得た知見 課題

渡小学校正面玄関前 一勝地小学校内
渡小学校仮設校舎

芦北高校１階教室

【安否確認】渡小は「安心メール」のアンケー
ト機能で児童の被害状況を迅速に把握できた

【心のケア】被災程度に応じて個別に対応して
いた

【情報管理】ホワイトボードやLINEを利用し
て情報共有を図った。先生が頑張りすぎないよ
うに注意した。

【地域との関わり】災害前から地域住民や
PTAと連携できていたことで、発災時の情報
収集や復旧作業などが円滑に進んだ。間借り先
からの引っ越しは保護者や地域の人の助けで行
うことができた。

【支援】制服や教材などの納品業者から再納品
が無料であり大変助かった。重機を用意して泥
かき支援に来てくれた人がいた。とても助かっ
た。

【安否確認】安心メールは学校側から発信できるが、受信側か
ら返信不可で情報収集が困難。電波が悪く連絡が取れない家庭
もあった。学校のPCも水没してしまい，発信が困難に。

【支援物資の仕分け】児童へのケアに当たるべき人材が物資の
仕分けに人手を取られた

【通学】スクールバスの新たな調達や時間調整が発生した。通
学に時間がかかり授業時間の確保が大変だった。毎日家や橋が
壊れている状況を見て通ってくることによる心的不安が心配
だった。

【想定外の浸水域】訓練等は行っていたが、当日大雨を想定し
ておらず、事前に対策できなかった

【健康被害】カビによる健康被害が心配

【泥出し】学校再開に向けて泥出しのボランティアを町のボラ
ンティアセンターに依頼したが，コロナもありボランティアが
少なく，学校への派遣が困難だった

学校の災害対応

避難所対応

学校再開

• 学校再開の決定と通知

• 避難所との両立

• 児童生徒の状況把握

• 通学路確認

• 学用品準備

• 避難者の受入

• 支援者の受入

• 支援物資の受入

• マスコミ対応

• 運営者の移行

• 地域との連携

• 教室準備(他校に間借りも)

• ライフラインの復旧

(特にトイレなど水回り)

• 給食の用意



学校と地域・行政が
事前に話すことの重要性

〜避難所開設を例に〜

2019年9月30日 合志市
1ヶ月後に開催される
総合防災訓練に関する打ち合わせ

市防災担当

学校

区長・防災士



①

③

②

④
地下

男子用

女子用

誰
でも

伝言板広報板

ス
ロ
#
プ

受
付

本部

救護室 授乳室

女性更衣室

⑤

⑥

⑦

出入口 出入口 出入口

出入口出入口

物資搬入口

通路標示は
テープで実施
（養生シートは不可）

避難所配置図（小学校体育館）

土足から上履き
に履き替えのため
スぺース確保
（混雑予想）

各区の避難者対応で混雑
予想
→受付要領を検討
→個票を配布、後ほど提出
していただく

別図②

男性更衣室

会場使用計画

門

児童引き渡し場所 ※児童は０８：４５
発災後、シェイク
アウトを実施、その後
グラウンドに集合
（０９：００整列完了）

多目的室

門

炊き出し
エリア

ボラ
セン

引き渡しには3時間要する

【晴れの場合】
児童：グラウンド
住民：体育館

【雨の場合】
児童：グラウンド

経由体育館

住民：グラウンド
＋多目的室

教員： ９２名
児童：１，１５１名
（1年のみ６クラス、
あとは５クラス）

体育館



2019年10月27日

校門に案内がある
→導線の混乱防止

体育館入口に案内を設置



Ø児童・生徒引き渡しの動き
Ø避難者の動き
Ø支援の動き

3つの動線を確認する！

いくつかパターンを
ü児童・生徒が在学中の時

→雨の時

→晴れの時

ü児童・生徒が不在の時

ü学校が再開し，避難所と同居する時

さいごに
熊本地震は夜間，令和2年7月豪雨は明け方の発
災だったため，児童・生徒は学校管理下にはいませ
んでした。
しかし，4月の災害だったため教員の異動直後で
あったり，連絡手段の確認不足などの課題がありま
した。
学校防災は「安全確保」と「避難」と学校の中だ
けの防災に留まりがちです。
しかし，災害後の対応は非常に多様です。教員も
被災する中，避難所対応や長期の対応が求められま
す。発災直後だけでなく，学校再開・復旧復興まで
の流れを確認していく必要があります。
災害時多くの学校は避難所になります。地域の避
難所となることを意識した連携を自治体や地域組織
と平時から構築することが重要です。




